
                     やすらぎ通信 第 87号 2023年 6月 1日発行                        

      
 

神 

様 

と 
仏 

様 
 

コ
ロ
ナ
も
五
類
に
な
り
、
久
々
に
京
都
の
研
修
旅
行
に
参

加
し
ま
し
た
。
修
学
旅
行
の
学
生
さ
ん
、
円
安
か
ら
か
、
海

外
の
旅
行
者
が
多
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、

中
国
等
の
観
光
客
で
溢
れ
ん
ば
か
り
で
し
た
。 

 

個
人
的
に
は
、
奈
良
の
シ
ン
ボ
ル
写
真
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
春
日
大
社
の
門
の
姿
を
一
度
見
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
奈
良
ま
で
足
を
延
し
て
み
ま
し
た
。
春
日
大
社
で
は
、

宮
司
さ
ん
の
ご
案
内
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

所
せ
ま
し
と
沢
山
並
ん
で
い
る
灯
篭
の
寄
進
者
の
中
に

は
、
古
来
有
名
な
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
お
話

の
中
で
、
春
日
大
社
は
興
福
寺
と
永
く
親
交
が
あ
り
、
正
月

に
は
興
福
寺
の
僧
侶
た
ち
が
読
経
に
大
社
に
お
参
り
す
る

の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
る
と
聞
き
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。 

古
来
よ
り
日
本
で
は
、
神
仏
混
交
で
ど
ち
ら
も
同
格
に
拝

ん
で
き
ま
し
た
。
明
治
時
代
、
海
外
と
の
戦
争
を
行
う
状
況

下
で
神
仏
は
分
離
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
今
に
及
ん
で
い

ま
す
。
江
戸
時
代
ま
で
は
神
仏
同
格
と
い
え
ど
も
、
仏
教
の

方
が
力
関
係
は
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。
日
本
の
神
教
を
第
一

と
す
る
こ
と
か
ら
廃
仏
稀
釈
と
な
り
、
寺
院
や
僧
侶
は
弾
圧

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
寺
院
神
社
は
神
社
に
統
制
さ
れ
ま 

 

し
た
。
明
治
維
新
は
仏
教
界
に
と
っ
て
、
大
変
な
暗
黒
時
代

だ
っ
た
の
で
す
。
寺
院
は
焼
か
れ
、
僧
侶
は
「
肉
食
妻
帯
勝

手
な
る
べ
し
」
と
の
太
政
官
令
の
も
と
、
堕
落
さ
せ
よ
う
と

す
る
無
謀
な
法
律
が
創
ら
れ
ま
し
た
。 

先
ほ
ど
灯
篭
の
寄
付
の
話
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
も
と

も
と
真
言
宗
に
も
あ
っ
た
こ
と
で
高
野
山
に
行
き
ま
す
と
、

回
廊
に
は
ギ
ッ
シ
リ
灯
篭
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
来
、

神
社
も
お
寺
も
変
わ
り
な
く
そ
の
伽
藍
を
護
持
し
て
き
た

こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。 

伊
豆
の
八
十
八
か
所
巡
礼
が
あ
り
ま
す
が
、
尋
ね
て
み
る

と
お
寺
の
脇
に
は
必
ず
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
方
に

は
そ
れ
ほ
ど
強
い
締
め
付
け
は
な
く
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
、

信
仰
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

聖
徳
太
子
が
仏
教
を
日
本
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
十
七

条
憲
法
を
つ
く
り
、
仏
教
の
教
え
で
政
治
を
行
い
ま
し
た
。

時
代
も
国
も
違
い
ま
す
が
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
チ
ベ
ッ
ト
で
仏

教
に
よ
り
国
を
統
治
し
た
こ
と
と
似
て
い
ま
す
。 

現
在
は
、
信
仰
、
宗
教
は
自
由
と
な
り
ま
し
た
が
、
海
に

囲
ま
れ
た
孤
島
で
あ
る
日
本
の
中
で
の
宗
教
観
は
日
本
独

特
の
も
の
で
、
神
仏
あ
わ
せ
た
信
仰
が
あ
り
、「
日
本
教
」

と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
正
月
に
は
神
社

に
、
葬
儀
は
仏
教
で
と
、
な
ん
の
不
自
然
さ
も
な
く
生
活
に

溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
よ
く
日
本
人
は
無
宗
教
だ
と
い
い
ま

す
が
、
自
然
に
私
た
ち
は
日
本
と
い
う
日
本
特
有
の
土
壌
に

住
み
信
仰
し
て
い
る
の
で
す
。 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 
合
掌 

お盆号 

春 日 大 社 

軒末の中 1 本残った 

 京都御所 

軒末の中 1 本

残った 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

六
月 

○
坊
之
本
家
ご
法
事 

 
 
 

 
 
 
 

3
日 

○
飯
塚
家
・
小
國
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 

4
日 

○
道
了
講 

 
 

 
 
 

6
日 

〇
大
城
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

10
日 

○
影
島
家
ご
法
事 

 
 

 
 
 

11
日 

○
渡
辺
家
ご
法
事 

 
 

 
 
 
 

17
日 

○
高
橋
家
・
神
田
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 

18
日 

○
地
蔵
講 

 
 

 
 
 

20
日 

〇
岩
田
家
・
辻
家
・
青
木
家
ご
法
事 

 
 
 

24
日 

〇
飯
田
家
・
杉
山
家
ご
法
事 

 
 
 
 

28
日 

七
月 

〇
菅
野
家
・
高
橋
家
ご
法
事 

 
 
 
 

1
日 

〇
藤
江
家
・
武
家
ご
法
事 

 
 

 
 
 

2
日 

○
道
了
講 

 
 

 
 
 

4
日 

○
檀
信
徒
新
盆
・
ペ
ッ
ト
新
盆
供
養 

 
 

 
 

8
日 

○
檀
信
徒
施
食
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

9
日 

○
お
棚
経
・
盆
供
養 

  
 
 

13
・
14
日 

○
塩
野
家
ご
法
事 

 
 

 
 
 

16
日 

○
地
蔵
講 

 
 

 
 
 

18
日 

〇
中
村
家
・
山
中
家
ご
法
事 

 
 
 
 

22
日 

〇
小
島
家
・
岩
本
家
ご
法
事 

 
 

 
 
 

23
日 

             

 

八
月 

○
山
岡
家
ご
法
事 

 
 

5
日 

○
吉
田
家
・
湯
原
家
ご
法
事 

 

6
日 

○
道
了
講 

 
 

8
日 

○
お
棚
経 

 
 

1
・
2
・
13
・
14
日 

○
盆
供
養 

 
     

13
・
14
日 

○
市
川
家
・
勝
野
家
ご
法
事 

 

19
日 

○
紅
林
家
・
齋
藤
家
ご
法
事 
 

20
日 

○
地
蔵
講 

 
 

22
日 

○
西
山
家
ご
法
事 

 
 

26
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

古
今
亭
菊
之
丞 

27
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
土
曜
写
経
会 

読
経
・
法
話
・
写
経 

6
時 

○
毎
日
坐
禅 

 

随
坐 

 
 
 
 
 
 

5
時 

○
日
曜
坐
禅 

 

坐
禅
・
提
唱
・
喫
茶 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

10
時 

○
御
詠
歌 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

休
講 

 
 

               

         

【
お
知
ら
せ
】 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
４
土
曜
日
12
時
22
分 

 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
7
時
30
分 

【
編
集
後
記
】 

住
職
は
東
部
総
和
会
会
長
、
北
小
林
自
治
会
長
、
門
池
連

合
三
役
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ZC
、
寺
族
も
宗
務
所
婦
人
会
々
会

長
の
任
期
を
終
了
し
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

伊
豆
八
十
八
ヶ
所
〇
番
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
御
朱
印
を
求
め
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

四
人
の
弟
子
の
修
行
が
終
わ
り
帰
山
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

昨
年
、
六
月
に
門
池
子
ど
も
食
堂
を
は
じ
め
、
一
年
に
な

り
ま
す
。
そ
の
後
も
全
国
的
に
増
え
て
い
る
社
会
状
況
に

疑
問
を
感
じ
ま
す
。 

 
 

   

 

 

令
和 

五
年 

六
月 

一
日  

第
八
十
七
号 

発 

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

大
嶽
山 

三
明
寺 

編 

集 

大 
 

嶽 
 
 

正 
 

 

泰 

住 

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一 

電 

話  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ  http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル  info@sanmyouji.com 

 

今
年
の
施
食
会
と
新
盆
供
養
に
つ
い
て 

｜
お
塔
婆
供
養
を
し
ま
し
ょ
う
｜ 

三
明
寺
祭
典
は
、
昨
今
の
異
常
気
象
と
猛
暑
を
考
慮
し
、

屋
外
で
の
祭
典
行
事
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

本
堂
で
の
施
食
会
と
新
盆
供
養
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。 

新
盆
様
、
ご
先
祖
様
の
お
塔
婆
供
養
を
お
受
け
し
ま
す
。 
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釈尊誕生仏 花御堂 

 

 

 

 5 月 18 日門池に白鳥が 2 羽飛来しました。こぶ白鳥です 

 

 

 

  
宗務所婦人会総会・研修会 4月 25 日 

朱印帳を三明寺で扱っています ラジオのお話が本になりました 

正倉院 

伊豆 88遍路 検索 

京都御所 

可睡斎 典座 小金山老師 のお話を聞きました 

検索してみてください 
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先祖供養・ペット供養をおこないました。 

 

 

 ライヨンゲートのカレー弁当を提供しています 

 

 沼津市で第１号のお披露目式 

第 132回じぞう寄席 5/28   

  寄席のお手伝いをされている世話人さん

 

梅花流ご詠歌の奉詠 

 

 

三明寺別館に 子どもの居場所応援自販機設置 

 

3/23 

 

東落語の後の抽選会は楽しみの一つです 

春彼岸会 3/21  

 

 

かどいけ子ども食堂  

 

古今亭志ん好師匠 

売り上げの一部が寄付されます 


